
健康と光線

発 行 所

光線療法

普及協会

(年 2回発行 )

―l-153--0063

東京都目黒区目黒

1-23-11
電話 東京 (03)

5759-6333

法
は
医
師
法
違
反
で
あ
る
と
い
う
事

・
Ｌ
）て
い
た
。
戦
争
の
長
期
化
で
経
済
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ぶ
る
き
び
し
い
も
の
で
あ

っ
た
。
反

一
出
組
合
連
合
会
と
な
り
、
前
年
度
の

対
運
動
を
強
力
に
進
め
る
た
め
に
日

一
実
績
に
よ
り
輸
出
を
許
可
さ
れ
る
こ

本
治
療
師
会

（全
療
協
の
前
身
）
に

一
と
に
な

っ
た
（〉

昭
和
十
七
年

戦
時
下
に
は
陸
海
軍
の
強
制
で
サ
ー

チ
ラ
イ
ト
用
カ
ー
ボ
ン
以
外
の
製
造

を
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
願
い

出
て
医
療
用
カ
ー
ボ
ン
だ
け
は
黙
認

し
て
も
ら

っ
た
。
朝
鮮
窒
素
会
社
で

も
、
終
戦
ま
で
医
療
用
カ
ー
ボ
ン
を

製
造
し
て
お
り
、
Ｋ
氏
が
取
り
扱

っ

て
い
た
。

そ
の
頃
、
元
特
許
局
長
官
Ｓ
氏
と

親
し
く
な
り
、
そ
の
方
の
勧
め
で
カ
ー

ボ
ン
を
商
標
登
録
し
て
お
く
こ
と
に

な
っ
た
。
僕
は
〃サ
ナ
モ
ア
″
（め雲
”
彗
２

戦
後
は
総
●
”
一８
『８

で
登
録
し
た
。

事
務
員
は
四
、
五
人
居
た
が
、
主
任

は
Ｒ
氏
（元
警
察
官
）が
務
め
、
そ
の

後
は
Ｚ
氏
が
僕
の
召
集
後
ま
で
居
た
。

有
楽
町
の
東
京
都
電
気
奨
励
館
に
サ

ナ
モ
ア
を
陳
列
販
売
す
る
た
め
に
係

と
し
て
Ｓ
氏
を
派
遣
し
た
。
光
線
治

療
師
を
養
成
す
る
た
め
に
、
毎
日
午

後
五
時
か
ら
八
時
ま
で
講
習
を
行

っ

た
が
大
抵
深
夜
ま
で
か
か

っ
た
。

ま
た
昭
和
九
年
頃
よ
り
、
光
線
療

参
加
し
た
。

著
書
と
し
て

一‐光
線
療
法
提
要

一

「
病
気
は
光
線
で
治
せ
」
一，光
線
医
学
」

等
を
発
行
し
た
。
日
本
橋
の
大
成
商

会
の
取
り
扱
い
で
、
南
米
チ
リ
国
に

相
当
輸
出
し
た
。
支
那
、
満
州
、
朝

鮮
、
台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
も
輸
出

揖
斐
川
電
気
会
社
に
営
業
課
長
と

し
て
Ｚ
氏
が
着
任
し
て

（後
に
社
長
）

改
革
を
行
い
、
医
療
用
カ
ー
ボ

ン
を

安
宅
療
会
に
も
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と

に
な
り
、
僕
と
し
て
は
成
功
の
可
能

性
の
な
い
こ
と
は
分
か

っ
て
い
た
の

で
黙
認
し
た
が
や
は
り
成
功
し
な
か

っ

た
。
荒
井
製
作
所
も
カ
ー
ボ
ン
灯
の

直
接
販
売
を
試
み
た
が
、
こ
れ
も
失

敗
に
終
わ

っ
た
。）
そ
の
後
、
荒
井
製

作
所
は
経
営
が
で
き
な
く
な
り
Ｋ
氏

が
引
き
受
け
た
。

昭
和
十
九
年

僕
は
昭
和
十
九
年
六
月
に
召
集
さ

れ
て
万
事
体
し
た
。
僕
の
出
征
後
、

戦
況
は
益
々
不
利
に
な
り
、
妻
の
寿
々

代
は
遂
に
小
さ
い
子
供
五
人
を
連
れ

て
九
州
に
疎
開
し
た
。　
一
通
り
の
苦

労
で
は
な
か

っ
た
と
思
う
。

昭
和

二
十

一
年

僕
は
昭
和
二
十

一
年
六
月
に
幸
い

に
し
て
無
事
に
復
員
し
た
。
相
当
持

っ

て
い
た
預
金
も
封
鎖
さ
れ
て

一
か
月

に
世
帯
主
細
円
、
家
族

一
人
１００
円
し

か
引
き
出
せ
ず
、
無
職
で
収
入
は
な

く
、
衣
食
住
と
も
に
な
く
、
こ
れ
か

ら
ど
う
し
て
生
活
す
る
か
全
く
当
て

も
な
く
、　
一
生
で
こ
ん
な
に
困

っ
た

こ
と
は
な
か

っ
た
。
何
と
か
し
て
東

京
に
戻
り
た
い
と
思

っ
て
、
東
京
と

九
州
の
間
を
何
度
も
往
復
し
た
。
多

少
で
も
収
入
を
得
る
た
め
に
寿
々
代

は
治
療
所
を
開
業
し
た
。

昭
和

二
十

二
年

翌
年
の
二
月
、
遂
に
大
井
滝
王
子

に
八
畳
の
部
屋
を
聞
借
り
す
る
こ
と

が 事 は つ 決 前 る 員 家    け で 東 が
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毛細血管を増やすには

医学博士 宇都宮 正範

1息災

ず病 |

は

じ

め

に

人ヽ
体
に
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
め

ぐ
ら
さ
れ
る
血
管
は
、
つ
な
げ
る
と

約
１０
万
』
、
地
球
を
二
周
半
す
る
長

さ
も
あ
り
、
動
脈
、
静
脈
、
毛
絹
血

管
に
入
別
さ
れ
ま
す
（）

動
脈
は
、
心
臓
か
ら
送
り
出
さ
れ

た
血
液
を
全
身
に
届
け
る
道
で
、
そ

の
特
徴
は
、
血
管
壁
が
早
く
、
弾
力

性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
で
す
．^
ま
た
、

静
脈
は
心
臓

へ
戻
る
血
液
の
帰
り
道

で
、
血
液
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
に
血

管
肉
に
弁
構
造
を
持

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
毛

細
血
管
は
、
動
脈
と
静
脈
の
つ
な
ぎ

部
分
に
位
置
し
、
角
膜
、
水
晶
体
、

心
臓
弁
、
軟
骨
以
外
、
身
体
の
あ
ら

ゆ
る
部
分
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

毛
細
血
管

の
構
造

毛
細
血
管
は
、
内
皮
細
胞
で
壁
を

構
成
す
る

一
層
構
造
の
管
で
、
細
胞

と
細
胞
が
く

っ
つ
き
合

っ
て
管
を
形

成
。
細
胞
同
士
の
間
に
は
小
さ
な
す

き
間
が
あ
る
た
め
、
そ
の
す
き
間
を

通
し
て
、
細
胞
と
の
間
で
物
質
交
換

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
人

間

の
血
管
全
体
の
長
さ
の
９５
％
を
占

め
る
毛
細
皿
管
の
直
径
は
０

・
００５
～

幌

ｍ
で
、
毛
髪
の
約
１
／
爵
程
度
で

す
が
、
毛
細
血
管
で
、
身
体
の
３７
兆

個
の
細
胞
と
直
接
や
り
と
り
を
行
い
、

細
胞
に
栄
養
を
与
え
、
老
廃
物
を
運

び
出
す
た
め
、
経
砲
が
生
き
る
か
死

ぬ
か
の
決
定
権
を
一持
つ
と
さ
え
言
わ

れ
ま
す
。

毛

細

血

管

の

役

割

・
酸
素
を
届
け
、
二
酸
化
炭
素
を
回

又
。
栄
養
素
を
届
け
、
老
廃
物
を
回
収

。
免
疫
物
質
を
派
遣
し
、
自
ら
を
援

護
・
ホ
ル
モ
ン
を
運
び
情
報
伝
達

・
体
温
調
節

加

齢

と
毛
細

血

管

と

の
関
係

毛
細
血
管
は
、
加
齢
に
よ
り
劣
化

を
き
た
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

動
脈
や
静
脈
の
数
は
年
齢
に
よ
り
変

化
し
ま
せ
ん
が
、
毛
細
血
管
は
６０
歳

代
で
四
割
も
減
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

と
く
に
全
身
の
血
液
量
の
１５
％
を
必

要
と
す
る
脳
は
、
毛
細
血
管
が
張
り

巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
脳
の
毛
細
血
管

が
つ
ま
る
一
ヌ
）に
よ
り
微
小
な
脳
梗
塞

を
起
こ
し
ま
す

，^
つ
ま
っ
た
血
管
の
場

所
や
程
度
けヽ

（
り
、
記
憶
力
の
低

下

や
認
知
症
を
招
ノ
ゝ
ヌ
一ヽっ
の
ｃ
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
毛
細
血
管
の
劣
化

が
、
血
液
循
環
の
悪
化
を
招
き
、
臓

器
の
機
能
低
下
か
ら
疾
患
を
形
成
す

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
も
知
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

毛
細
血
管

の
劣
化

に

よ

る

肌

の

変

化

反
膚
は
表
皮
と
真
皮
の
二
層
構
造

と
な

っ
て
お
り
、
皮
膚
は
約

一
か
月

の
サ
イ
ク
ル
で
再
生
さ
れ
ま
す
。
支

え
て
い
る
の
が
真
皮
層
に
あ
る
毛
細

血
管
で
、
衰
え
て
血
流
が
悪
く
な
る

と
、
酸
素
や
栄
養
素
が
十
分
届
か
ず
、

表
皮
組
胞
の
新
陳
代
謝
は
悪
く
な
り
、

肌
に
古
い
角
質
が
残
り
表
面
は
強
ば
っ

て
き
ま
す
。
当
然
、
真
皮
で
作
ら
れ

る
コ
ラ
ー
ダ
ン
や
エ
ラ
ス
チ
ン
、
皮

膚
を
支
え
る
繊
維
組
織
に
お
い
て
も

栄
養
が
十
分
供
給
さ
れ
な
い
た
め
、

肌
の
劣
化
は
さ
ら
に
進
む
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

毛
細
血
管
と
自
律
神
経

血
管
は
自
律
神
経
の
支
配
を
受
け

て
い
ま
す
。
交
感
神
経
よ
り
副
交
感

神
経
の
優
位
な
状
態
で
は
、
前
毛
細

血
管
括
約
筋
が
ゆ
る
み
、
毛
細
血
管

へ
と
血
流
が
流
れ
る
た
め
、
副
交
感

神
経
が
優
位
で
毛
細
血
管
を
開
く
時

間
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

毛
細
血
管
を
増
や
す

最
近
、
毛
細
血
管
を
増
や
す
こ
と

で
、
個
々
の
細
胞
が
元
気
に
な
り
、

結
果
、
寿
命
の
延
長
に
つ
な
が
る
と

い

っ
た
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
特
集
番
組
を
見
た
方
も

い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

光
線
療
法
は
熱
に
よ
る
抹
消
血
液

循
環
の
改
善
が
効
果
の
柱
の
ひ
と
つ

で
、
毛
細
血
管
を
元
気
に
し
ま
す
。

日
々
の
生
活
の
な
か
に
光
線
療
法
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
毛
細
血
管
を

増
や
し
、
い
つ
ま
で
も
活
き
活
き
と

暮
ら
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

平成30年 1月 1籐 (2)
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
年
は
代
表
に
就
任
し
て
三
年
目

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
増

し
て
サ
ナ
モ
ア
の
普
及
に
尽
力
致
す

所
存
で
、
講
演
会
に
て
ご
愛
用
者
さ

ま
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
心
よ
り

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
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6月 8日 (金 )、 9日 (土)の 2日間
*初日は午前 9時に集合

l:サナモア光線療法の基礎と生物学的作用

2光線治療器のメンテナンス法

=,ル
ーフ式全身多灯照射療法の実践

4,医学総論

5関係法規 e開院のための準備

■サナモア販売における代理店資格の取得
i

■サナモアの名称使用         |
131治療院を開業する際の指導       |
■11「健康と光線」への治験例投稿   j一 ‐・

申 し込みの締め切 り :6月 1日 (金 )|

社
員

一
同
、
本
年
も
精

一
杯
努
力

致
し
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
十
三
期

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
師

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
、
サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療

師
養
成
講
座
を
六
月
に
東
京
で
開
講

す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。
光
線
治
療

院
の
開
業
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方

や
光
線
療
法
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い

と
お
考
え
の
方
は
、
開
東
京
光
線
メ

デ
ィ
カ
ル
（０３

ｒｏ
７
５
９

６
３
３

３
￥
い
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
に
関
連
し
た
話
題
の
講
演
や

治
験
例
の
報
告
を
中
心
と
し
た
研
究

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、　
一
般

の
ご
愛
用
者
の
方
も
是
非
ご
参

加
下

さ

い
。
な
お
参
加
は
無
料
で
す
。

日
　
時

一
四
月

二
十

一
日
（土
）

午
後

二
時

三
〇
分

場
　
所

一
鶴
東
京
光
線
メ
デ
ィ
カ
ル

三
階
会
議
室

臨
3象六

|

 ヽ   ノ

サ
ナ

モ
ア

鰊
鶉

鋏

◆
東
北
地
方
部
会

九
月
八
日
盛
岡
市
に
て
、
講
演
会

な
ら
び
に
懇
親
会
を
開
催
。
イ
ビ
デ

ン
ケ
ミ
カ
ル
籠
坂
井
部
長
、
当
社
大

垣
事
業
所
所
長
三
谷
、
代
表
宇
都
宮

の
三
名
で
伺
い
ま
し
た
が
、
３５
名
の

ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
（写
真
）。

◆
九
州
地
方
部
会

十
月
十
三
日
博
多
市
に
て
、
講
演

会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
開
催
。
東
北

部
会
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
伺
い
、
４０

名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
（写
真
）。 幹事 を 中心 と した懇親 会 (東北 )

|'「1菱■‐‐―
.I■■itl    ・ i

サ
ナ
モ
ア
近
畿
地
方
部
会

講
演
会

の
お
知
ら

自
時

¨
二
月
九
日
（金
）

午
後
三
時
か
ら

会
場

一
新
大
阪
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ル

３
Ｆ
会
議
室

Ｅ
Ｆ

住
所

一
大
阪
市
淀
川
区
富
原

一
十一ハ
‘上

新
大
阪
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ル

電
話

一
〇６
‐
ｏ
３
９
７
１
１
８
１
７

交
通

一
Ｊ
Ｒ

「
新
大
阪
訳
」
か
ら

徒
歩
５
分

＊
ご
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

社
ま
で
ご
連
絡
の
程
お
願
い
甲

上
げ
ま
す
。

自
時

¨
二
月汁す

会
場

一
新
大

住
所

一
大
阪一新

電
話

一
〇６
１

交
通

一
Ｊ
Ｒ

徒
歩

入
場

一
無
料

|  こ弊     `～         せ  ~蔦 軸 景 (九州) 
・・‐~|

(3)平成30年 1月 1目 ‖o 366

一謹
一爾
〓
新
島
目

開 講 日
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一治
一競
一回
願
一薔
一

サ
ナ
モ
ア
で
子
宮
筋
腫
を
治
療

神
戸
市
　
ウ
エ
ノ
光
線
療
研

上
野
　
郷
子
氏
報

告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
八
‥
三
三
二
―
一二
五
八

症
例
　
４０
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
３８
歳
頃
か
ら
時
々
生
理
不
順

と
な
り
、
不
正
性
器
出
血
も
見
ら
れ

て
い
た
。
国
立
病
院
婦
人
科
を
受
診

し
た
と
こ
ろ
、
こ
ぶ
し
大
の
大
き
さ

の
子
富
筋
腫
と
診
断
さ
れ
、
手
術
を

勧
め
ら
れ
た
が
、
自
覚
症
状
が
そ
れ

程
強
く
な
い
た
め
放
置
。
そ
の
後
、

親
威
の
方
か
ら
光
線
療
法
を
勧
め
ら

れ
て
来
所
し
た
。

療
法
経
過
　
治
療
は
、
両
足
裏
を
Ａ

Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
３０
分
照
射
し
、
そ
の

後
、
両
膝
を
Ａ
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
で
１０
分

照
射
。
さ
ら
に
下
腹
部
Ю
分
⌒Ｂ
Ｄ

カ
ー
ボ
ン
）、
陰
部
２０
～
３０
分
（Ｂ
Ｄ

カ
ー
ボ
ン
）、
腰
部
１０
分
（Ｂ
Ｄ
カ
ー

ボ

ン
）、　
一
日
二
回
の
照
射
を
指
示

一
）
一に
。

治
療
開
始
４０
日
目
頃
か
ら
不
Ｉ
性

器
豊
血
が
少
な
く
な
り
、
肩
、
背
部

の
凝
り
は
軽
減
。
四
か
月
後
に
病
院

を
受
診
し
た
頃
に
は
不
王
性
器
出
血

は
認
め
ず
、
生
理
も
順
調
で
下
腹
部

の
不
快
感
も
感
じ
な
く
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に

一
年
後
に
国
立
病
院
を
受
診

し
た
際
に
は
、
子
富
筋
腫
は
縮
小
し

て
お
り
手
術
の
必
要
は
な
い
と
の
説

明
を
受
け
た
。
現
在
は
生
理
も
順
調

で
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
．^

一治
一一願
〓例
一頭
一告
一

糖
尿
病
が
サ
ナ
モ
ア
で
軽
快

福
岡
県
春
日
市
　
育
美
健
康
光
線
療
研

曲
崎
　
い
く
子

轟
性
‐Ｊ‐１
聾

氏
報
告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
二
　
藁
歓
二．
―‐
一二
“
罐
軌

症
例
　
８０
歳
　
女
性

症
状
　
サ
ナ
モ
ア
ご
愛
用
者
．
定
期

通
院
の
際
、
血
液
検
査
に
て
糖
尿
病

と
診
断
さ
れ
た
。

血
液
検
査

一
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
ｌ

Ｃ

（Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ

ｃ
）
７
．
６
％
ヽ
血
糖
値
麟
。

驚
い
て
光
線
療
法
に
よ
る
治
療
法
に

つ
い
て
質
問
の
た
め
来
所
し
た

．^

療
法
経
過
　
治
療
は
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ

ン
に
て
、
膵
臓
が
位
置
す
る
背
部
お

よ
び
腹
部
、
そ
し
て
Ａ
Ｃ
カ
ー
ボ
ン

に
て
足
一異
を
３０
分
以
上
照
射
す
る
よ

う
指
示
。
と
く
に
背
部
は
で
き
る
限

り
長
時
奮
の
照
射
を
指
示
し
た
。

そ
の

一
か
月
後
、
血
糖
値
が
一
分

下
が
ら
な
い
と
電
話
で
報
告
。
身
体

の
前
方
か
ら
の
照
射
の
方
が
長
い
と

話
さ
れ
た
の
で
、
背
部
か
ら
の
照
射

時
間
を
長
く
す
る
よ
う
指
示
。
そ
の

一
か
月
後
、
血
液
検
査

¨
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ

ｃ
錦
％
、
血
糖
値
期
ま
で
低
下
し
た

と
連
絡
。
さ
ら
に
そ
の

一
か
月
後
に

は
、
血
液
検
査

一
Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ

ｃ
帥
％
、

血
糖
恒
７７
ま
で
低
下
し
た
と
大
変
喜

ん
で
、
光
線
療
法
の
お
陰
で
す
と
話

サ
ナ
モ
ア
光
線
治
療
器
は
カ
ー

ボ

ン
の
志
剤
を
完
全
燃
焼
さ
せ
る

こ
と
で
最
も
効
果
の
あ
る
ス
ペ
ク

ト
ル
を
含
む
光
線
を
放
射
す
る
よ

う
に
、
正
面
か
ら
カ
ー
ボ

ン
を
ぶ

つ
け
る
正
面
発
光
式
を
採
用
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
手
動
式

の
サ

ナ
モ
ア
７
号
器

・
８
号
器
で
は
照

射
時
間
が
十
分
強
で
切
れ
、
長
時

間
の
照
射
に
は
ご
不
便
を
お
掛
け

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
点
を
改
良

し
た
の
が
全
自
動
光
線
治
療
器
は

つ
ら

つ
さ
ん
で
、
照
射
時
間
は
５

分
刻
み
で
６０
分
ま
で
設
定
で
き
、

カ
ー
ボ
ン
の
消
耗
に
合
わ
せ
て
ジ
ョ

イ
ン
ト
で
き
る
サ
ナ
モ
ア
カ
ー
ボ

ン
を
つ
な
い
で
お
け
ば
、
自
動
的

に
カ
ー
ボ
ン
を
送
り
安
定
し
た
光

線
を
放
射
し
ま
す
。
な
お
、
現
在

は
手
動
式
も
製
品
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ

に
加
え
て
お
り
ま
す
。

は
？
う
つ
さ
ん
ご
使
用
の
際
に
は
、

安
全
性
を
保
ち
、
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
カ
ー
ボ
ン

以
外
の
カ
ー
ボ
ン
は
絶
対
に
使
用

し
な
い
で
下
さ
い
。
使
用
上
の
注

意
は
、
一‐は
つ
つ
つ
さ
ん
取
扱
説
明

菫
こ

を
ご
覧
下
さ
い
。

さ
れ
て
い
た
。
▲
′後
も
食
事
に
注
意

し
な
が
ら
光
線
療
法
を
継
続
す
る
よ

う
指
示
し
た
。
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罰
澄
一頂
一爾
一頭
一置

糖
尿
病
性
網
膜
症
に
対
す
る

サ
ナ
モ
ア
使
用
経
験

川
崎
市
　
東
京
光
線
治
療
院

海
渡

　

一
一
ビ

一氏
報

告

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
四
―
七
三
二
―
五
〇
六
七

症
例
　
毬
歳
　
女
性
　
主
婦

症
状
　
以
前
か
ら
糖
尿
病
に
て
光
線

療
法
を
行

っ
て
い
た
サ
ナ
モ
ア
ご
愛

用
者
．
視
力
低
下
に
て
病
院
を
受
診

し
た
と
こ
ろ
、
糖
尿
病
性
網
膜
剥
離

症
と
診
断

。^
こ
れ
ま
で
も
病
院
の
医

師
か
ら
紹
介
さ
れ
光
線
療
法
で
治
療

し
た
経
験
が
あ
る
た
め
、
本
患
者
の

治
療
を
行
う
。

療
法
経
過
　
治
療
に
は
四
台
の
光
線

治
療
器
を
使
用
し
、
Ｂ
Ｄ
カ
ー
ボ
ン

の
組
み
合
わ
せ
に
て
施
行
．
初
め
は

鰊
回
隋
回
躙
回
蝙

薔

ト

イ

プ

ー

ド

ル

の

百

果

ち

ゃ

ん

　

導

〓

ｔ
秦

『原
因
不
明
の
下
痢
の
症
状
　
　
　
　
　
　
　
．∫

鼈
撃
，

光
線
療
法
で
体
重
が
２。
％
増
ま
で
に
回
復
』

苺
檬

匿
　
　
名

様

わ
が
家
の
百
果
ち
ゃ
ん
（
８
歳
と
い

１
年
以
上
前
か
ら
、
激
し
い
下
痢
が

続
い
て
い
ま
し
た
。
複
数
の
病
院
に

通

っ
た
の
で
す
が
、
全
く
改
善
の
見

込
み
が
な
く
体
重
も
”
聴
ま
で
減
少

し
て
し
ま
い
、
八
方
塞
が
り
で
悩
ん
で

お
り
ま
し
た

）^そ
ん
な
中
、
近
所
の
ベ
ッ

ト
サ
ロ
ン

「
ペ
ッ
ツ
ラ
イ
フ
さ
ん
」
に

て
光
線
療
法
の
体
験
会
を
行

っ
て
い

る
こ
と
を
聞
き
、
藁
に
も
す
が
る
思

側
臥
位
に
て
、
顔
面
６０
分
、
腰
部
、

膝
に
１５
分
照
射
し
た
後
、
後
頭
部
１５

分
、
腹
部
３０
分
、
足
裏
３０
分
照
射
。

そ

の
後
、
仰
臥
位
に
変
更
し
、
左
顔

面
、
有
腰
部
、
左
膝
側
面
に
１５
分
照

射
。
次
に
有
顔
面
、
左
腰
部
、
有
膝

側
面
に
１５
分
照
射
し
て
治
療
を
終
了
。

そ
の
後
、
毎
日
治
療
を
行

っ
た
と
こ

ろ
、
経
過
は
良
好
で
、
視
力
も
徐
々

に
改
善
し
、　
一
年
四
か
馬
後
に
は
、

か
な
り
視
力
も
回
復
し
、
持
一再
の
腰

痛
も
ほ
ぼ
完
治
ｃ
以
前
に
比
べ
て
、

歩
行
も
楽
に
な

っ
て
い
た
。

い
で
体
験
会
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

下
一衆
が
続
く
原
因
が
分
か
ら
な
か
っ

た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
他
の
カ
ー
ボ

ン
よ
り
幅
広
い
治
療
効
果
が
あ
る
Ａ

カ
ー
ボ
ン
と
Ｂ
カ
ー
ボ
ン
の
組
み
合

わ
せ
で
、
全
身
に
光
が
当
た
る
よ
う

に
、
約
３０
分
間
の
照
射
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
も
何
回
か
使
わ
せ
て
頂

い
た
の
で
す
が
、
治
療
が
始
ま
る
と

自
然
と
自
分
か
ら
器
械
の
前
に
向
か

い
、
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
光
を
浴
び

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
見
て
い
た

1照射部位 全身照射

A― B

言   サナモアカーボンの     言
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お
店
の
方
か
ら

「
も
う
し
ば
ら
く
続

け
て
み
て
は
』
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
、
こ
の
ま
ま
継
続
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
２
ヶ
尾
ほ
ど
経

っ
た
頃
か

ら
、
下
痢
が
次
第
に
治
ま
り
だ
し
、

２
ｏＯ
贈

（１
面
の
続
き
）

昭
和

二
十
九
年
十

月

揖
斐
１１１
電
気
会
社
に
カ
ー
ボ
ン
製

造
再
開
の
交
渉
に
行

っ
た
時
、
Ｓ
氏

よ
り
、
戦
後
間
も
な
く
、
他
社
か
ら

カ
ー
ボ
ン
製
造
の
申
し
込
み
が
来
た

が
断

っ
た
旨
を
聞
か
さ
れ
た
。

戦
後
は
従
前
の
複
雑
な
も
の

（自

購

ｔ
競
酢
　
鶴

亀
ム
浬
甕
板
２
ｏ４５
糧

体
重
が
徐
々
に
増
旗
し
始
め
ま
し
た
。

治
療
効
果
が
出
て
き
た
の
だ
と
思
い
、

そ
れ
か
ら
は
２
時
間
以
上

の
全
身
照

射
を
ｌ
ヶ
月
ほ
ど
行

っ
た
結
果
、
体

隆

罐

一

・
　

　

　

　

　

　

‥

ｉ

…

，

…

‐

一一
〓
一　
　
鐵
癬
機
　
幅

軒
軒
　
一盪
一
３

饉
憑

調

０

０

０

０

０

６

２

８

４

動
装
置
）
を
や
め
て
、
最
も
簡
単
な

７
号
器

（支
柱
式
）
と
８
号
器

（卓

上
式
）
の
２
種
類
に
し
ぼ

っ
た
。
戦

前
は
実
用
新
案
が
十
数
件
あ

っ
た
が
、

戦
後
改
め
て
二
件

（投
影
板
装
置
、

排
気
孔
装
置
）
を
と

っ
た
。

昭
和

五
十

一
年

一
月

僕
は
株
式
会
社
組
織
に
し
た
。

体菫 [Kg

2.6

2.4

2,2

2

1.8

治療時間と体重

=..  藉贔晰鸞

,つ
「

:療時間[分 ]

200

重
が
獅
ｋｇ
ま
で
増
競
し
ま
し
た
。
い

ま
ま
で
何
を
し
て
も
全
く
改
善
し
な

か

っ
た
の
で
、
光
線
療
法
の
凄
さ
に

と
て
も
驚
い
て
お
り
ま
す
。
ヒ
ト
の

よ
う
に
症
状
を
具
体
的
に
訴
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
ベ

ッ
ト
に
対
し
て
、

幅
広

い
治
療
効
果
が
期
待
で
き
る
光

線
療
法
は
ベ

ッ
ト

同
き
な
治
療
法
で

あ
る
と
私
自
身
強
く
感
じ
ま
し
た
し
、

こ
れ
か
ら
も
光
線
治
療
を
継
続
し、
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

大

国
区

　

『
ペ

ッ
ツ
ラ
イ
フ
』

電
話
　
鑢
，
３
ア
２
８
‐
５
１
０
１

体
験
談
　
募
集
中

▼
祖
父
の
熱
き
思
い

創
業
者
　
宇
都
宮
一義
真
が
残
し
た

手
記
を
、
三
回
に
わ
た
り
掲
載
致
し

ま
し
た

っ^
あ
の
戦
争
を
乗
り
越
え
て
、

光
線
療
法
の
普
及
に
生
涯
を
か
け
た

祖
父
の
熱
き
思
い
が
、
ご
愛
用
者
の

み
な
様
に
届
く
よ
う
心
か
ら
願

っ
て

お
り
ま
す
（．

宇
都
宮
　
正
範

/を
~~~~｀

ヽ

=:                             i
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